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「開発途上国における派遣現職教員の活躍」
ー帰国報告会ー帰国報告会

現職教員特別参加制度－現職教員特別参加制度ー

～その成果とこれからの課題～その成果とこれからの課題

独立行政法人国際協力機構（JICA）

青年海外協力隊事務局長 大塚正明



青年海外協力隊の目標青年海外協力隊の目標

１、「開発途上国・地域の経済及び

社会の発展又は復興への寄与社会の発展又は復興への寄与」

２ 「開発途上国・地域と我が国との２、「開発途上国 地域と我が国との

間の友好親善及び相互理解の深化」

３、「ボランティア経験の社会への還元」

※JICA調査研究

「２１世紀のJICAボランテ ア事業のあり方 ２００２より「２１世紀のJICAボランティア事業のあり方」２００２より



「教育現場にとってよかった点」「教育現場にとってよかった点」
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•日本の教育の長所や短所を再確認日本の教育の長所や短所を再確認
できた。

•広い視野で学校教育を捉えられる
ようにな たようになった。

•他の業種・分野の人とのつながり•他の業種・分野の人とのつながり
ができた



「協力隊経験 学校 場 活 例「協力隊経験の学校現場での活用例」
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•国際理解教育の内容の充実国際理解教育の内容の充実

•子どもたちへの接し方の変化

•外国籍児童

への対応


